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１．背景及び目的 
 

１-１． 背景 

２０１７年１０月に新しいデジタルコードレス端末の規格としてｓＸＧＰが制定された。 

ｓＸＧＰ方式の端末はＰＢＸの内線用無線端末として従来利用しているＰＨＳ方式の端末の後継と

して着目されているが、ＰＢＸ内線用端末としての導入を円滑に促進する為には、各製造業者のＰＢＸ

とｓＸＧＰ方式の端末との接続性の確保が必要不可欠であるが、製品化初期においては、標準に準拠し

て製造される製品同士でも製造業者が異なると接続性が確保されない場合があり、相互接続性の確保が

重要な課題となっている。 

 

１-２． 目的 

本「ｓＸＧＰプロトコル仕様端末接続のためのＰＢＸテレコムサーバ相互接続試験実施要領」は、前

記の目的に記載の状況を鑑み、各社が製造するＰＢＸ等でのｓＸＧＰ方式の端末との相互接続性を確保

するため実施すべき相互接続試験の内容、手順等について規定するものである。今後、情報通信ネット

ワーク産業協会が事務局を務める「ＰＢＸテレコムサーバ相互接続試験実施連絡会」等の相互接続実施

機関（自ら相互接続試験を実施するものを含む）等において、本実施要領に従った相互接続試験が実施

されることを通じて、我が国におけるＰＢＸ等の普及に向けた環境整備が発展すると共に、標準の実効

性、新たな標準への反映等に資するものである。 

具体的には、標準ｓＸＧＰ方式の端末を用いて各社ＰＢＸ製品との接続性の確認を行う。 

 

１-３．相互接続試験の範囲 

（１） 対象機器 

接続試験の対象機器は、下記２点の条件にてシステム構築可能なものとする。 

・ ＰＢＸ（含む、ボタン電話） 

条件： ｓＸＧＰ端末を内線用端末として接続可能なものとする。 

・ ＰＢＸに接続する端末 

条件： 試験機能を満たすｓＸＧＰ方式の端末を使用する｡ 

（２） 接続形態 

ＰＢＸ等に標準のｓＸＧＰ方式の端末を接続して試験を行う。 

（３） 対象サービス 

音声の交換サービス 

（４） 実施形態 

実施形態及び試験内容はＸＧＰフォーラムで規定した「ＩＰ－ＰＢＸ － ｓＸＧＰ端末間接続試

験実施要領 ｖｅｒ１．０（２０１７年１２月６日制定）、ｖｅｒ２．０（２０１８年９月２６日
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制定）、ｖｅｒ３．０（２０１９年８月２９日制定）、ｖｅｒ４．０（２０２１年１１月１日制定）

及びｖｅｒ５．０（２０２２年１１月１日制定）」に従う。 

１-４．準拠すべき標準 

・「ＩＰ－ＰＢＸ － ｓＸＧＰ端末間接続試験実施要領ｖｅｒ１．０（２０１７年１２月６日制定）、 

   ｖｅｒ２．０（２０１８年９月２６日制定）、ｖｅｒ３．０（２０１９年８月２９日制定）、 

ｖｅｒ４．０（２０２１年１１月１日制定）及びｖｅｒ５．０（２０２２年１１月１日制定）」 

 

２．相互接続試験の実施方法 

実施形態及び試験内容はＸＧＰフォーラムで規定した「ＩＰ－ＰＢＸ － ｓＸＧＰ端末間接続試験実 

施要領ｖｅｒ１．０（２０１７年１２月６日制定）、ｖｅｒ２．０（２０１８年９月２６日制定）、 

ｖｅｒ３．０（２０１９年８月２９日制定）、ｖｅｒ４．０（２０２１年１１月１日制定）及び 

ｖｅｒ５．０（２０２２年１１月１日制定）」に従う。 

 

２-１． 試験結果のとりまとめ 

試験結果はＸＧＰフォーラムで取りまとめ、ＨＡＴＳフォーラム ＰＢＸテレコムサーバ相互接続試

験実施連絡会に接続性確認を行う。 

 

３． 結果の取り扱い 

 

３-１． 試験の取り扱い 

ＸＧＰフォーラムより通知された試験結果は、ＸＧＰフォーラムと確認後連携して相互に確認し、接

続性確認合否を判断する。なお、試験結果については適宜公開することを原則とする。 

 

相互接続試験の実施に伴い、本相互接続試験実施要領についての要望や見直しの要求が発生した場合

には、ＰＢＸテレコムサーバ相互接続試験実施連絡会に対して適宜検討を要請することができる。それ

を受けて、連絡会では適宜審査を実施する。 

 

３-２． その他 

試験により確認された標準規定内容の問題等については、適宜標準化活動へのフィードバックを検 

討する。 


